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シェーカーズの衰亡

穂積文雄

V ヱーヵ-;ぐの日常生活は，まことに整然としている。整然として，一聯み

だれぬ概がある。それは，われわれの， さきにみたところのごとくであ 5九

もっ Eも同時代のひとびとの中には，、ノエーカーのひとびとに反感をいだいた

ものも，すくなくないの γ エーカーのひとびとに対して悪声がはなたれたこと

も，めづらしくはない。それは事実である。しかしながら，おもうに，それら

は，羨望・嫉視によるものであろう。そういってよいのではなかろうか。そう

でないとは，いえないのではなかろうか。わたくしには，どうも，そうおもわ

れる。どうも，そうでないとは断言しにくし、ようにおもわれる。その証拠には，

後代のひとびとは，たいてい V :r:ーヵーのひとびとの生活を嘆称する。わる

くいうものは，ほとんどない。おもうに，それは，かれらにとっては'/:JOー

カーのひとびとは，もはや，過去のひとびとである。かれらのコソテポラリズ

ではない。コゾテポラリズでないものは，利害関係がない。利害関係がないと

ころに羨望・嫉視の生ずる余地はない。あっても，それは，きわめて，ちいさ

い。それだからである。そうかんがえて，よいのではあるまいか。そして，そ

うかんがえてよいならば，そのことは V""ーカーのひとびとの日常生活が整

然としていたということを，うらがきすることに在る。そういうことになる。

そういってもよいであろう。いわんやV'::o.ーカーのひとびとは，百年の余に

わたって，その繁栄をほしいままにしている。百年余といえば，みじかい年月

ではない。ぞれは，ながし、年月であz。もし，、ン t ーヵーのひ kび在的日常生

活が整然としたものでなければ，かれらは，どうして，そのように長い年月に

わたって，繁栄をほしいままにすることができたであろうか。こうみてくると，

われわれは，シェーカーのひとびとの日常生活が整然としていたということは，

1) シェーカーズの日常生活，本吉~， 95巻 4号。
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これをみとめなければならない。われわれは，それを，いなむことはできなし、。

すくな〈とも，わたしには，そのようにおもわれる。

しかしながら. :/:r.ーカーは，もと，一つの宗教団体であるーだから，それ

はーの組織をかたちづくる o その組織は，その教義にもとづく o そして，その

日常生活は，その教義の実践・具現にほかならない。そのことは，われわれのす

でに，あきらかにしたところのごとくである 230 しかるに，その教義は，独身・

共産・隠遁壱特質としてもつ。したがって，その日常生活は，それらの特質の

実践・具現でなければならないはずである。そして，かれらの日常生活は，事

実，それらの特質の実践・具現である。そして，いかに，それが，そうあるか

は，また，われわれの，かれらの日常生活をうかがうこ左によって，すでに，

あ害らかにしたところのごとくである。しかるに，これらの特質は，いづれも，

もと，人性にもとる。すくなくとも，人性にしたがう所以ではない。そうかん

がえられる。人性にもとること・人性にしたがう所以でないものは自然ではな

い。自然でないものを実践・具現することは，むづかしいことである。たやす

いことではない。したがって，そこには，むりが生ずる。すくなくとも，生じ

やすし、。そして，そのことは'yエーカーのひとびとの日常生活における難点

であることを，おもわしめずにはおかなし九われわれは，そのことを，みおと

すわけにはゆかない。したがって， γzーカーのひとびとの日常生活が，いか

に，整然としているとじても，それは，表面のことであるa 一歩内にいづて，

その裡面をのぞけば，そこに，われわれは，破綻・矛盾の因子をみないという

保証はみいだしがたいことになるであろう。したがって，以下，わたくしは，

しばらく，そ才しについ-c.し、ささか， うかがうところ，あるであろう。

まづ共産についてうかがってみよう。

おもうに，共産は人性にもをあ，左いわれる。もっとも，人類原始の状態は

共産であった，だから，共産己そ，人類の自然のすがたである。そういう言を，

2) v:s;.-jJ-ズ. 10.本誌.93巻6号。
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しばしば，きしそれは事実であるc たしかに，そのとおりであったであろう。

アダムが耕し，イずが織ったとき tこれが，一体紳士であったか。そう，いわ

れれば，われわれは，その言に，耳壱かたむけざるを得ないことにもなるであ

ろう。だが，しかし，人類は，みな，共産時代壱脱して私有の時代に入った。

それも，また，事実である。厳たる事実である。事実であることにかわりはな

い。したがって，人類は共有時代より私有時代にすすむものであることをいな

むわけには行庁ないであろう。それなら，それが，人性という ιとになるので

はながろうか匂かくて，共産は人性にもとるという言はちからをもっ。そし一て，

かず多〈の共産のこころみが，いづれも失敗したる事実は，そのちからをます。

そのことをみとめ白わけにはゆかないであろう。しかしながら， γ ェーカ←の

ひとびとにおいては，そのような事情はあまりみられないようである。共産が

人性にもとる左いうと左は，、ンザーカーのひとびとに関するかぎり，ぞれほど，

あらわれては，いないようである。それでは，それはなにゆえであろうかの

それについて，ひとは，すぐ，かんがえることであろう。 γ エーカーは宗教

団体である，かれらには宗教上の情熱・信仰の力がある，それこそが，共産を

可能ならしめる，と。だからであろう。 7ぷリカに族生した無数の共産体の中，

比較的ながつづきしたものは，ほとんどといってよいくらい，宗教団体のそれで

あったことが指摘される。たしかに，それは，そのとおりであろう。わたくし

は，かならずしも，それをいなむものではない。けだし，共産は，もと，人性に

もとるところがある。人性にもとるところがあるものは，そのかぎり，白然で

ない。自然でないものをおこのうところには無理が生ずる。無理をおすにはな

んらかの力がU、る。もちろん，ぞのちからは，一つには，かぎらない。いろい

ろのものがありうる。それは，みとめなLすればならないであろう。ひとは，ょ

く，かかる力として，理性のそれ，あるいは知力をあげる。たとえば，いわゆ

るユートピア γ ・ソーシャリストとよばれるひとびとの場合がそうである。ロ

ノミート・オーエン，フーリーι一等々，比々，みなしかり， である。これらのひ

とびとは，それに惰存するとかんがえられる。しかしながら，理性は，かなら
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ずしも，感情と一致するとはかぎらなし、。知と情は，いつも，合一するとはか

ぎらない。その場合， ひとは， 情におぼれ， 情にながされることなしとしな

い，いな，情にながされることの方がむしろ，普通のようにさえみえる。かく

て，知と行はかならずしも一致しない。だからこそ，よく知行合ーが説かれる

わけである。でなければ，わざわざ，知行合ーが説かれねばならないというこ

とはあるまい。そあかんがえられる。かくて，感情にながされがちのひとを少

ひきとめて，理性の命ずるところにしたがわしめるには，さらに他の力が必要

となる。かくして，権力がその存在理由をもつことになる。権力による強制が

必要となる。共産陣営の国家において，権力に上る強制か顕著tごみられるのはp

この事情による o そう，い oても，かならずしも，はなはだしい，し功、すぎに

は，ならないであろう。しかしながら， こころざしをおなじくするものが，あ

いよって構成する共産体においては，もと，強権の発動壱このまないはずであ

ろう。それどころではない。そのような強権の発動を忌避するところにこそ，

そのような共産体の建設運動のよって生ずる原因の重要なる一つがあるのが普

通である。だから，そこには，強権の発動があまり，みられなかった。かくて，

E量生したそれらの共産体はうまれるとみるまに，たおれていった。そうかんが

えても，よいであろう。その中にあって，ひとり，宗教団体のそれのみが， tt 

較的ながつづきしたのは宗教団体のそれらには，宗教上の情熱・信仰という力

があったからである。そういうことができるであろう。まことに，それは偉大

なる力である。この力の発動するところ，ひとびとは，その生命をも投げ出す 0'

水火をも辞せね。いわんや区々たる財物をや。そういうことになる。これ"/

エーカーのひとびとにおいて.共産についむこまったともづ事情をみること

が，あまれなかった理由である。かれらの聞において，共産について，不平

のつぶやきをきく ιとが，あまりなかった所以である 3 それいって，よいで

もあろうか。

それは，そういって，よいであろう。たしかに，そういってよいであろう。

しかしながら，それでは，その理由は，それだけであろうか。そうとわれると，
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わたしは，こたえたい。そればかりではないと。なぜか。わたくしは，まづ，

つぎのような事情も，この場合，かんがえに入れてよいのではなかろうか1:

おもう。それだからである。事情というのは，ほかでもなし、。こうであ志。わ

たくしは，かつて，アルファデノレフィア・アッソ、/ェージョ Y について，一文

を草したことがある汽その巾で，わたくしは， つぎのごとき引用をこころみ

たものである。

ブラザー

かれらが，ひとしくなめてきた媒難辛苦は老いた開拓者たち m聞にほんとうの兄弟
7 ード

関係を確立していた。かれらの財産は，共有でこそなかったが，ひとびとに羨望の念

をいだかしめることもなしまた，ひとびとの聞に差別のあっかい壱生ぜしめることも

なかった。栽培はもとより.開墾においても， とうもろこしのかわむきのあつまりに

おいても，たがL、に，たす吋あい，そうして，また，あらゆる労苦をとうりぬけ，あ

ちゆる困難にうちかつてきた。かれらの援助・乃至 親切が，すこしで也，ゃくだっ

ところでは.どこででも，ぞれは，こころよしあたえられた。かれらは，まづしさ

は，おなじでなかったが，富める暗紐はなかった。べつに，これといった，あらそい

や競争も，なかった。かれらは，おなじコンミュユチーのなかむともにくらし，一

家族のよラに団楽G，幸福にひたっていた。だから，シ z ッタリイ博士が現在アルフ. 
ァデルプイアとよばれる家族的な勤労のアッソシエージョンを創立するために，この

セトラーズ

土也にきたとき，かれが，そこに，みいだした移住者たちは，みなとまではゆかなくと

も，大部分は，アルファデノレフィアのひととして，ことをともにすることのできるひ

とたちであった。

これとおなじようなる事情が， γ エーカーのひとびとにもみられたこととか

んがえてよいであろう。そうかんがえることは，かならずしも，むりなことで

は，ないであろう。それはゆるされるととろであろう。そして，それカずゆるさ

れるととろであるならばS/:<.ーカーのひ左びとにおいて共産について，こま

司たという事情をみることが，あまり，なしまた，共産について，不平のつ

ぶやきをきくことが，あまり，なかった，としても，われわれはそれをあやし

むにはおよばないであろう。

つぎに，われわれは，さらに，いま一つの事情をおもわねばならない。その

3) アルファデルフ 4ア アッソシエーションj 本誌. 90巻 4号。
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事情というのは，こうである。

おもうにおよそ，労働は，分業・協力において能率が増大する。このこと

は，アダム・スミスの分業論以来，あまりにも周知の事実に属する。いま， γ ヱ

ーカーのひとびとは，共同生活をいとなむ。だから，かれらは，分業・協業の

利壱発揮「ることがぜきる o そして，それは，事実，発揮された。いかに，よ

しそれが発揮されたかは，われわれは， ずでにうかがったかれらの日常生活

の巾に，これをみることができるはずであ志。したがって，そこにおける生産

力は，大であるはずである。すくなくとも，かれらが，この共同生活にはいら

なかった場合仁比すれば，はるかに，犬であるはずである。したがフて，また，

周辺の水準からは，かけはなれて，大であるはずである。そうかんがえてよい。

いな事実，そうであ.った。わたくしは，そのこと争mE明するために，ここに，

一つの事例を示そう，それは，かれらが，周辺の住民の反目を買った，という

ことである。 V エーカーのひとびとが周囲のひとびとの嫉視・羨望のまととな

ったことについては，さきにも，ふれておいた。ところで，それでは，その羨

望・嫉視・反目はなにから生ずるかじそれは"e/エーカーのひとびとの生活

が，かれらのそれよりもゆたかであり・ゆとりがあることから生じる。そのこ

とは，たやすく.みうるところであろう。そして，そのゆたかさ・ゆとりは，

かれらの生産力が大であることからうまれてきたものにほかならない。それは，

いうまでもないところであろう。わたくしが，この一聯の論稿において，よし，

ひきあいに出す， Fピリーパーズ」の中にも，かれらが周辺の農民から，嫉視・

菱重をうけ，ついに，かれらのために， じまんの製粉所 (mill)がやきうちに

あう事件がとりあっかわれているが，それをみると，この聞の事情が，いっそ

う，あきらかとなるようにおもわれる。だから，ここにそれをヲ|し、てみよう。

こうであるロ

わたくしたちは，一日のしごとをおえて，火をかこんですわっておりました。リチ

ヤードはつかれていました。かれはながぐっを白いでいました。とりいれは，あらか

た，すんでいました。しかしながら，かれは，その間中，ずっと，はげししはたら
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いていました。はたらきづめでありました。なやは，みな (thebarns). みちあふれ

ていましたロひとびとは，豊作で，すっかり，上気嫌でありました。わたくしは白い

ものをしていまレた。それは，おだやかな晩でした。それで，わたくしたちは，ほん

の，ちいさい;1(に，あたっていたのでした。へやは，その火と，わたくしたちのもっ

ていた一本のローソグ (candle)がもえていて，そのひかりとで，ぼんやりと，てら

されていました。ちょうどそのころあいでした。わたくしたち三人は，二人ながら，

へやの中のひかりが非常につよくなったことに，気がつきました。リチヤードはあた

りをみまわしました。 rどうして，ここが，このように，あかる〈なった円だろう」。

わたくしは，すぐ.ひかりがそとがわからきていることをしりました。わたくしは，

まどのところに，かけよりました。 r大納屋よ，リチヤード! 火事よ!J。

かれは，うわぎ壱，ひヮつかみました。しかし，ながぐっは，わすれて. <つ Lた

ばきのままで，家の外にとび出しました。わた〈しは，ショール幸子ひっかけて，かれ

のあとをおいました。ぞとでは，大きな火焔が天に1中していました。そして，パチパ

チいう火焔の音が，わたくしたちのいるところまで，きこえてきました。それはプラ

ザEー・ランキンのところにたっている一番大切ななやでした。一番あたらししま

た一番大きなものでした。わた〈したちは，そこにむかつて，かけてゆきました。他

のひとびとも，わたくしたちに， くわわりました。そして，わたくしたちは，すでに・

火事場にかけつけていた ひとびとの・さけび壱，きくことができました。

リチヤードが，あまりに・はやく・かけるので，わたくしには，かれに・おいつ'く

ことが，できませんでLた。あのひとは，いつでも，うさぎのスピードではしること

が，できます。しかし，わた〈しは，パーミヲとトーマスには，おいつきました。ト

ーマスは，いき壱きらして，あえいでいきました。 rもう，どうしようもないでしょ

うJ. と，かれは，あえぎながら. ¥ 、いました.r火があんなにまわってしまっては。」

かれは，のろのろとしていました。パーさラとわた〈しとは，かれを，か付白けま

した。わた〈したちは，むらがっているひとびとのはしに，出ました。火を消そうと

して とび出して・はたらいているひとびとは，まっくろにこげているようにみえま

した。そして，そのひとたちは，けむりにむせてせきをし，目壱しばたたいて目から

水をながし出しました。わたくしたちの立っているところでさえ，火焔の強烈な熱は，

わた〈したちの顔を焼き jまじめました。 プラザー・ヲンキ Yはそばに立って， なき

ながら，両手をかたくにぎりしめていました。プラザー・ベyジャミンは，かれのかた

わらに，立っていました。プヲザー・ベシジャミ Yは，昂奮してはいましたが，混乱

の中に秩序をもちこむことにつとめていました。ついに，かれは，両手をあげて，ラ

少パにしました (heraised his hands and made a tru皿 petof them)o rみなさん。
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もう，だめです。もうておくれです。ほおっておきましょう。もえるにまかしましょ

う。けが人を山したくはありません("It's no use， men. It's too fa工 gone.Let 

it go. Let it burn. 1 don't want anyone to hurt)。

実際，ほおっておくしか，しかたがありませんでした。クリーグの中のホをすっか

りきらえましても，火を消すにはたり主せんでした。また，その水壱汲みあげて・は

こぶ人数も不足していました。ひとびとが，ベンジャ ξyのことばをきさ九そしてそ

れがったえられます L みんな熱と煙かι退避して群集の中にかえってきました。プ

ラザー・ベyジャミ Yはがっくりとしました (BrotherBenjamin's shoulders slu. 
デビ ル . 

mpeヨ)0 Iこれは， 悪魔のしわざだよ。ジョン」と，かれはプラザー・ラソキンにも

うしました。 I俗界のたれかが，この火つけ号した市だ (Someoneof the world set 

this hl日 e)。かれらは一番大きななや・一番多〈穀類が貯議されておるなや・われわ

れにとってその喪失からくる損害の一番大吉いなやをえらんだ。」

火焔のひかりの中で，わたくしは，かれがおもてをあげ，うでをあげるの壱みまし

た。そして，かれがこういラの壱ききました。 Iおお，神よ。マザー・アンとおなじ

に，あなたの Lもベは迫害をこうむっております。かれらをおゆるしください。なん

となれば，かれらは，かれらのなすところのものをしらないのですから。そして，あ

なたのしもべであるわれわれに，それにたえるマザー・アンの力をあたえたまえJ。
これは，わた〈しどもにとって，最初の迫害の経験でありました九

レベッカは， rこれは，わたくしどもにとって，最初の迫害の経験でありま

した」という。そのとおりである。かの女らにとって，迫害は，ただこの一度

ではなかった。しばしば，おこなわれている。

かく，迫宮はしばしばおとなわれた。ということは，それだけ，その嫉視・

羨望は大であったということであるo そして，そのことは，それだけ V ;o..ー

カーのひとびとのゆたかさ・ゆとりは大であった，と，いうことである u そし

て，そのこ kは，やがて，‘ンヱーカーのひとびとの生産力が，いかに，大であ

ったかを，ものがたる。牛産力が大となり，生活がゆたか左なり，ゆとりがで雪

れば，こまることはないわけである。そういってもよいはずであろう。

かくして，われわれは，デエーカーのひとびとの社会において，共産につい

て，こまったという事情を，あまり，みることなく，共産についてあまり不平

4)' ]anice Holt Giles， The Believe'1's. 1957， pp: 107-108 



ジェ カーズの衰亡 (385) 9 

をきくことがない，ということになるわけである。しかし，そうは，いうもの.

の，それらのことが，全然ないというわけではない。私有財産の人心に根をは

っていることは，きわめて大なるものがあるであろう。そう簡単にとりのぞく

ことができるものではないであろう。はやいはなしが，Vベヅカの場合である。

いままでも，しばしばわたくしの論断に対する証人として登場してもらフたこ

とのあるこの女性は，この場合にも，また，よい例証を提供してくれる。だか

ら，ことにそれをうかが。てみよう。それは，実に，つ害のごkくである n

わたくしは，いま，ピリザヅの中で，おそ九し〈不幸ではありません。ほん

のわづかの聞にすぎませんのに，すでに，わたくしは，ピリザジの生活に，なれてし

まっていま Lた。ですが，わたくしの内に，わたく L自身の場所がどこかにあること

を知る必要が，依然としてあったことも，事実でございました (But it was true 

that within mc there was still the need to know there was sorne pla('.fl nf 

my own)。わたくしは，いつかは， そ己へ， たちかえるであろうということを，意

識してかんがえたことはありません。また，それ壱希望きえしたことはありませんで

した。ですが，いま，なお，わたくしの名儀とリチヤードの名儀になっている土地の

ことをかんがえまするとき，いつも，きまって，わたくしは.こころにやすらぎをお

ぼえました。わたくしには，それから，わたくしをひきはなすことは， とうてい，で

きませんでした汽

それにも，かかわらず γ エーカーのひとびとの間にあっては，共産について

あまり不平をきか向。そのことは，依然として，かわりはなし、。そういってよ

い。すくなくとも，わたくしには，そうおもわれる。そこで，わたくしは，さら

に，何が-yエーカーのひとびとをして，そうあらしめるかについて，追及を

つづけてみる。すると，ここで，われわれは V""ーカーのひとびとにおける

独身制のことを想起しないわけにはゆかないことになる。というのは，こうだ

からである。 I財産は盗奪であるJ(La propriete， c'est le vole)7)とプノレー

ドY (Joseph Pierre Proudhon) はいった。 それは，あまりにも周知のとこ

5) Ibid.， pp. 282-284 
6) Ibid.， p. 184 
7) Pierre }oseph Proudhon， Qu'(Jst QU8 la p1'oþr~été? ， p. 1 
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ろに属する。しかしこのプノレードyでさえ，その場合，財産というのは，実は，

不労所得を意味するにすぎない。ひとがみづからの労働によって生産したもの

はその人に帰属することは，これをみとめな吋ればと瓦らと互い。そう，かれは，い

っている。そして，その理由は，そうしなければ，子孫に相続させることがで

きない。それでは生産意欲がなくなる。そういうのである尺これによヮて，こ

れをみると，子孫に相続させるということが，私有財産の存立において，いか

に大なる者手量告もつかが，あ芦 ιか左な呂であろう。まととに，ぞの己とは，

私有財産における重大なる要因の一つである。それだけにそのことは，共有制

えの一つの重大なる障害でなければならない。そうし、うことになるであろう。

ところがシェーヵーのひとびとの聞においては，独身制が厳守・励行せられる。

それは，すでに，みたところのごとくである。レかるに，独身制の下において

は， もと，子孫が存しないはづであろう。そうすれば，子孫に相続させるとい

うことは，そこでは，なりたちょうがないはずでなければならないであろう。

すなわち，そこには，私有財産の存立における重大な要因の一つが存在しない

ということになる。そこには，共産制に対する重大な障害の一つが存在しない

ということになる。それなら，そのかぎり.yエーカーのひとびとの間にあっ

ては，私有財産えの執着があまりないということにならねばならない。そのか

ぎり，かれらの間において，共産制について，こまった事情が，あまり，みら

れれかれらの聞において，共産について，不平のつぶやきが，あまりきかれ

ない，と，いうことにもならねばならないであろう。それに，ふしぎはない，

と，いうことにならねばならないであろう。そういうことになるはずであろ

うの

かくて，われわれは，シェーカーのひとびとの共産制における独身制の意義

の大なることをしる。ところが，この独身制が，それ自身，また，一つの大き

な問題である。けだし，それは，また，人性にもとり，自然にそむくものとか

んがえられること，きわめて大なるものがあるものであるからである。そこで，

8) Ibid 
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われわれはつぎにそれについて，うかがうところがあるであろう。

ジエーカーの教義の特徴のーは，その独身制である。そのことは，周知のと

己ろに属する。そして，そのことは，また，われわれの，すでに，あきらかに

したところに属する九そして，シェーヵーのひとびとの日常生活が，いかに，

この教義の実践とじてなりたっているかは，これ，また，われわれの，さきに

みたところのごと〈であ呂。かれらの円常生活が，いかに，との教義の実践の

ためにしくまれているかは，われわれの，さきにうかがったところのごとくで

ある1九まことに，そこには，そのため仁， 微に入り細をうがつ考慮がはらわ

れておる。それは，まことに，ひとをして感嘆これを久うせしむるにたるもの

がある。そのことは，なにびとといえども，これをいなむを得ないところであ

るo そういってもさしっかえはなし、。そういってもよいであろう。しかしなが

ら，陰陽和合・異性相引・男女相愛は， もと，これ，自然の大法則である。こ

の自然の大法則に反するがごときは，そもそも，むりというべきものである。

しかるに，独身制は，まさ(こ，この自然の法則に反するものである。したがっ

て，独身制の厳守・励行というがごときことは，もともと無理でなければならな

い。もとより，世間はひろい。だから，ひとは多い。ひとが多ければ中にはか

わりだねも出るロそれにふしぎはなし、。かくて，よく，終身独身をおしとおす

ひとだって，ないとはいえない。げんに，おしとおしたひともある。しかし，

その場合でも，それは，結婚をしなかったということをいみするのであるロ異

性との肉体的交渉がなかったということをいみするものでは，かならずしも，あ

るまb、。そこまでいみするとすれば，そういうひとは例外に属する。そういっ

ても，よいのではあるまいか。そういうと，それなら V "，.Lカーのひとびと

はp その例外に属するのだとかたづければ，それですむではないか。そういう

ひとがあるかもしれなu、。そういえば，それは，そりとおりでもあろう。しか

9) 2)をみよ。
10) 1)をみよ。
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しながら，それにしても，そこには，異常な克己力を必主要とするものがある。

いくら V エーカーのひとびとといえども，みながみな，そういう異常な克己力

をもちあわせているとも，かんがえられまい。すると，どういうことになるで

あろうか。いうまでもなしそこには，すなわち'/'""ーカーのひとびとの聞

には， くらし、かげがさすことをまねがれないιとになるであろう。いくら，表

面，独身制が整然として，一絡みだれぬみごとな偉容を誇示していても，一歩

内にたちいって，その裡面をうかがえば，そこに，明朗をかくものが，みられ

ねばならないことにもなるであろう。もとより，かくのごときは，隠微に属す

るとごろである。ぞれは，いうまでもないととろであろう。だから，とれをろ

かがうことは容易でない。ことは，きわめて至難である。そとで. Iピりーパ

ーズjの中のレベッカが，それについてしるすところは，害わめて，貴重なも

のでなければならない。わたくしは，だから，しばらしそれによって，這般

の消息をうかがうところあるであろう。

レベッカの夫のリチヤードが， γ ヱーカーに帰依して，まだ，ファミりー・

ハウスにはいらない聞のことである。リチヤードは，すでに道心かたく， レベ

ッカをよせっけない。ここにおいて vベッカは，こう嘆ずることになる。

わたくしたちのホームは，しばらくの問，わたくしにとっては，ーの奇妙なところ

になりました。リチサードは，あいていたへやにうつりました。かれは，それが一番

よし、，ともうしました。そして，わた〈しもそのことを，しっていました。わたくし

は，かれの意にさからって，二度とかれを誘惑すまい，と決心Lていましたのです。

わたくしは，かれにふれることさえ，しないようにいたしました。かれを誘惑して道

心の邪魔をするじかれにおもわれることを，おそれたからでナ。でも，わたくしの

両手が，陪性-Z;.かれぢらもとめてのび，かれの顔や肩の触感をおもい十Hしながら，に

ぎりしめちれたことは，たびたびでした。かれの衣服をあつかったり・あらったり

それにアイロンをかけたりするだけのことでさえ，わた〈しにとっては，おもいでの

苦悶 (atorture of remembrance) となりました。そして， ひとめのない場合には，

ただ，かれのからだのふれたなんらかのもの・かれのからだにも九っともちかく..l，れた

ものにさわるというだけのために，かれのシャツにわた〈しの顔をうづめたことも，
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しばしばでした。

それは困難なことでした。それは， リチヤードにだヮて，やはり困難なことでした。

じもうしますのは，長年の習慣を放榔するということは，不自然なことだからです。

一度ならず，わたくしはみました。かれの方からわたくしの方に手寺内ばしてくるの

を。 一度ならず，わたくしはみましたo かれが，もの但しげに，わたくしをなが

めてをのぞむのを。しかし，かれは，いつも，おのれにうちかち，急に，身を

bるがえして，家の外・わたくしの視界の外に立ち去りました。

あのひろいベザドのひとりねに，あわれ，きづつける心をいだし、て，なきのなみだ

に，まくらをうるおしましたことも，そも.い〈夜でありましたことか (Manywere 

the night8， in that wide， and lonely bed， heavy， hcartcd and llliserable， 1 wept 

until the pi1low was wet)。そして， リチヤードが，夕食後， プラザー・ヲンキ γ

のところへ出かけ，わたくしがねてしまった後に，かえろうとおもって，おそ〈までい

たこと， そも. いく夜。わたくしは，ねむっていませんでした。わたくしは，いつ

も，かれがかえってくるのそききました。わたくしは，いつも，かれがそわそわする

のをききました。わたくしは，いつも，かれの決意がもっ正薄弱で，ついに，また，わ

たくしのベザドの中にはいってくることをのぞみました。しかし，それは月を手に入

れるよりもむづかしいことでした (But1 might as well have wished for moon)。

かれは，がんばりました・・・そして，すこしずつ，苦痛でなくなりました。

ほかのひとたちも，それぞれ，ごたぶんにもれていないことが，まもなしわかり

ました叫。

ついで，かれιは・ノ z ーカーのピリクジに入る円そこでは，さきにみたごと

き.日常生活がいとなまれる。そこでは，それに対して， レベクカは，己うい

わないではいら札なかった。

それは，わた〈しには，ばかげたことにおもわれます。・ 「一体，なぜ，男女を

いっじょにしておくのでしょうじなぜ，二つのドア・二つの階段・二つの入口をつ

くるかわりに，男には男のピリァジ，女には女のピリヲジをつくらないのでしょう?。

トヲプル

「かれらは，このんで，顛難を要求しているのですよ。リチヤード。これらの別々

のドア，これらの別々の階段，それから，これらの別々の入口は，ひとびとが，その

11) j.'王 Giles，ibid.. pp. 102-103 



14 (390) 第96巻第6号

自然の衝動のままに行動するのをとめようとはいたしませんC..are'nt going to keep 

folks from doing what comes natural to them)。それらのものは，プヲずー・ラ

ンキンや. プラザー・ベyジャミ γや， 主た， あなたの上うなひとび止に kっては.

その必要さえないものでしょう。ですが，ほんとに誘惑を感ずるひとにEっては，そ

れらのものは大きな力をもった・あわれな障害物 (amighty bar) です。まったく

のところ，それらのものは，ただ，誘惑を増すだ什のものでしょう。それらのおとこ

のひとびとの中。たれかほ，じぶんたちの曙段壱のぼりはじめるとき，いつも，他方

(女 訳者)の階段をのぼるということのおもいに，とりつかれまいとします.1(-れ

でいて，おそらしどうして，こっそりと白け出して，他方の階段をのぽろうかとい

うおもいに， とりつかれていることでしょう (There '11 never be a time some 

of thosc -mcn cornnlCnce climbing .thcir own stairs but what thcy won't be 

put in mind，of c1imbing the other， and rnay be put in rnind of how to slip 

.and do. it)。また，それらの女のひとびとの中のたれかは，その別々にせられたドア

を通過するとき，かの女たちは，いつも，その指頭に，男のひとが他のドアを通過す

るということを，はっきりと知るでありましょう (Andevery time some of those 

women go throcigh that separate door. they '11 kno、'Il clean to their 自ngp-r-

tips what man's going through the other one)。中には，うまく時聞が合うよう

にもl くろむものもありましょう (SOffie will plot to time it just right)。ああ，

猫壱殺す方法は，バタの上でくびりころすだけとはかぎりませんわ。そのほかにも，

いろいろの方法がありますわ。リチヤード。そして，それらの方法をみつけ出すひと

たちは，いますことよo ・ そして，かれらに隔離せられていることをおもいださせ

るものは，なにものでも，みな，ただ，かれら壱けしかけるだけでしょう問。

かく1/ベッカは，三ンエーカーにおける独身制のゆえに，なき.yエーカー

の独身制を，かつ，いかり，かつ，うらむ。しかしながら.yエーカーの独身

制のゆえに，なき， γ エーカーの独身制を，かつ，いかれかっ，うらむもの

は，ただ，ひとり，レベッカだけにかぎったことではない。そのことは， γ エ

ーカーのピリッジ内の止性の室におけるつぎの会話をきけば，おもいなかばに

すぎるものがあるであろう。

12) Ibid.， pp. 105-106 
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アンユイの眼に，また，涙がにじみ出ました。 rねえ」と，わた〈しは，もうしま

した。 rそれ壱にくむのは精力の浪費というものだわ。 あなたは，こ己に，いるわ。

そして，ロパートがし、zかきfれあなたは.ここにいるでしょう。それになれっこに

担るようにするのが，あなたのためだわ。わた〈しには，そう，おもわれるわ。」

「もし，わたしのお也いどうりにするんだったらJ. と， かの女は， 熱っぽい調子

で，もうしましたわたくしたち二人は，あなたがおかんがえになるよりも，ずっ

とはやく，ここを出て行くことになる申よoJ

「おおJ. と， λーミラがもうしました。 rそれ，あなたの手 (game)なのね。ロ

J ミート壱説き伏せて，出て行くようにしようとするのね。かれに，乾草の中にころが

してもらい，そうして，かれの慾情をもえあがらせ，かれがここに不満を覚えて出て

行くことになればよU、，と，おもうているのね。そんな魂胆で，妊娠し (getin the 

rami1y way) ，そこで，かれがあなたをつれ去らねばならないようにするというのね。

号れはあなたにはできない相談とは，わたくし，おもわなくってよ。」

「わたくし，そうできたら，そうしたいわ! わたくしちいさいロパートをちちば

なれさせたいとおもうのよ。そうすれば，わた〈しの健康も回復1るでしょうし，是

手ドそうしたい!Jo rおお，わた<L-.あなたをせめる気はすとしもないわ。」と"

ーミラは，わらいながら，もうしました。 rもし，ロパートがわた〈しのものだヲた

ら，わたくしも，きっと，おなじことをするでしょうよ。ですが，あなた，あの本館

<(Center House)にいるプリマ γイとか，シスター・スザンとか，シスター・モ}リ

を納得させるのが大仕事だわね。じいッても，罪をおかしては，いないのだわね

え。」

「そんなこと，するつもりないわ。」

「それはわかるわ。」

「あなた，しゃべることはしないでしょうね」と，アンニイは，真剣に，たづねま

Lた。 rそれはわれわれがしなければならないことよ。あなた，わたくしどものみん

なに，おしゃべりをしてしまったのですもの。」

「もう，やめにするわ。もう，二度と，はなさないわ。」

「あなた，それ，ちかう?J。

アYヱイは，かの女の右の手をあげました。 rわたくし，ちかし、ます。二度と，も

うしません。J18)

13) Ibid.， pp. 143-144 
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かくて，独身制は，人性にもとる。不自然である。無理である o したがって，

γ エーカーのひとびとにおけるそれの厳守・励行は，かれらの日常生活を陰欝

にする。かれちの社会に暗影を投ずる。そういえることになる。しかしながら，

そういうと，ひとはいうでもあろう。それを克服するところにこそ，宗教の宗

教である所以があるのではないか，と。そういわれれば，そのとおりであろう。

まさに，そのとおりであろう。わたくしは，それを，いなもうとは，おもわな

い。現に，ともか<.独身制は，そこでは，まもられてき雪た伺す〈な〈土も，

大きな破綻を生じては居ない。それは，みとめなければならなし、。わたくしと

いえども，それをみとめるにやぶさかなものではなし、。しかしながら，独身制

の欠陥は，たた、右にあげたものにはかぎらない。それが，その全部ではなし、。

すくなくとも，いま一つの欠陥がある。しかも致命的な欠陥がある。それをみ

おとしてはならなし、。それは，ほかでもなし、。子供ができないということであ

る。子供ができないということは，やがて，子供がないということを意味する

ことにならねばならない。子供がないということは，共産制にとってはプラス

であ右。そのことは，すでに，みたところのごとくである。しかし，子供がな

いということは，後継者を欠くということでもある o そして後継者を欠くとい

うことは，かれらの社会が，早晩，絶滅するということ壱意味せねばならないの

そして，こればかりは，いかに宗教の偉力をもってしても，いかんともするこ

とができない。そうすると，ゲエーカーの，その教義の実践・具現は，シェー

カーの絶滅をもたらすこと以外のなにものでもないということにならねばなら

ない。これほど大きい欠陥は，ないはずである。わたくしが，それを致命的の

欠陥という所以である。まさに，文字どおり，それは致命的の欠陥である。さ

すがに vベグカは".>''''''ーカーのこのいたいところをついていう。 I結婚や

分娩を否定しておいてかれらは，いかにしてその存続をはかるというのか?や

がて， ソサイエチーは自滅するでLょう J (How目...if there's not to be 

any marrying or bearing young， do they intend to keep going? In time 

Society '11 die out of itself)叫 o .y'エーカーは， この点については，外部よ

14) Ibia.. p. 107 
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り子供をうけいれることをかんがえた。これに対じても， レベッカは痛烈きわ

まる批判壱こころみている。いわく， rそれでは，純潔なるが故に子供をうまね

e':/ ::r:ーカーのひとびとは，汚渇した俗界にすがって，子供を供給してもらおう

とするのねJ(So Shakers. too pure to bear young. aτe gping to depend 

the sinful world to provide young ones for them !)明。まったく':/:<:ー

カーのいたいところをついている。これには'/エーカーのひとびとの中のた

れだって，かえすことばに窮するほかなかったことと，おもわれる。しかし，

背に腹はかえられぬからであろう。 V エーカーは，それを実行している。しか

しながら，かくのごと〈じてうけいれた子供が成人の後 Jンエーカーの信仰に燃

えZこ左は，保証のかぎりではない。'/:E:ーカー・ピリ νジにおける上述の矛

盾を蔵する日常生活にたえうることは，保証のかぎりではない。はたして，か

れらの中から見キャ Yダノレをひきおこすものが出たのは同， あやしむにも，あ

たらないところである。そこで，次第に，その政策は放棄せられるにいたヮた。

そして， うけいれは，両親ぐるみということになった。しかし，入信する両親

は，あまりなかった。それどころか逆に離団するものさえみられるにいたるぐ

らいであった町。

以上，われわれは， γ エーカーのひとびとの日常生活の裏面をうかがった。

そして，そ ζ に，いくたの不合理・欠陥・矛盾が伏在ずるをみた。-/;:<;ーヵ

ー・ピリグジにおけるこれらの不合理・欠陥・矛盾は人体における病菌にあた

る。病菌がつよくなればλ体を害し，ついに炉その生命をうばう。同様に，こ

れらの不合理・欠陥・矛盾の進行・拡大はシェーカー・ピリッジの衰亡を来た

す。そうかんがえられる。そして，そうかんがえれば，以上，われわれが， う

かがったと己ろは，やがて..;/:1:ーカーの衰亡の肉をさぐったことにほかなら

ない。

15) Ibid 

16) For example.品id.，pp. 226-228 
17) For example. .i制 4:，p. 234 
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しかしながら， シェーヵーは， それにもかかわらず，その後， 100年以上存

続した。 1870年代ノルド・ホフ氏は，したしし各地のVヱーヵー・ピリッジ

を歴訪した。そして，その繁栄の状を報じている問。それでは，シェーカーは，

どうして，そう長きにわたって，繁栄をつづけることができたのであろうか。

それに対するこたえは，究極的には宗教の以外には，これをみいだすことはで

きないであろう。そのことは，これまでの長い論述の中から，読者は容易によ

みとることができるでもあろう。まことに，そのパッ γ ョ γは大である。まこ

とに，その信仰はつよい。しかし，そういうひとはし、ぶかるでもあろう。それ

では，なぜ V='"ーカーは， ついに.衰亡したのであzか， と。 しかしなが

ら，この不審に対して，こたえることほどやさしいこ Eはあるまい。なんとな

れば，それは，宗教心が冷却したからである，と，こたえれば，すむであろう

から。そういえば究極においては，そのとおりである。それにちがし、はなし、。

そういってよいであろう。しかしながら，そういって，かたずけて，しまうに

は，その衰亡は，あまりに，いろいろの事情を包蔵している。だから，われわ

れは，さらに，たちいって，それらの事情をうかがわねばならない。しかしな

がら，いまや，わたくしにのこされたる紙数は，まさに，っきんとしている。

だから，だから，いまは，ただ，つぎの諸点の指摘にとどめるをもって満足す

るのほかはない。

かれらの生産力の相対的低下。かれらの生産力は，分業・協業の利により，

一般水準より高かった。それはすでに， うかがったところのごと〈である。か

くて，個人企業に対する共同企業の優位を享受した。しかるに，資本主義り発

展・進行の結果，資本の集積・集中壱見るにおよんで，かれらは，大企業l乙対

す己中小企業の劣勢を甘受することを余儀なくせられた自己をみいださねばな

らないことになった。

かれらは後継者にめぐまれなかった。それは，すでに，みたところのごと〈

である。当然，かれらのピリックの人口は老齢者化し，かっ，減少するをま阻

18) Cha.:rles NOI"dhofi， The Communistic Sooietiesザ th6U出 tedStates， New York， 1875 
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がれなかった o か〈て，かれらは，その広大なる土地・施設の利用ができなく

なった。もはや，むかしのごとく自給自足というわけには行かなくなった。そ

こで，それらの土地・施設はこれ壱俗界のものに貸与することになった。かく

じかれらは VC/トフーであるじぶんじしんをみいだすことになる。人口の減

少とそれに応ずるレ Y トの増加ほ，収入の増大をもたらす。しかし y エーカ

ー・ピリッジは，もはや，その実を失うことになる o かくて，ついに，漸をお

って，ぜリヅジが閉鎖される。ぁzものは，喪って俗界に入る。あるものは，

レパノ Yの本山に収容される問。かくのごとくして，衰亡の行進曲，葬送の曲

が奏される。そのレバノ Yの本山も， いまは，ダヅロー・スクール (Darrow

宮chooI) と化している。 そのことは， すでにふれたところのごとくである。

しかし，いま，これ壱，このスクーノレの概要より摘記レて，この稿をおわるこ

とにし主う。いわく。

ニュー・レバノシのチャーチ・ファミリー，‘ンェー刀ー・シスター・エンマ・エー

ノレ (Sister Emma Neale of the New Lebanon Church Family Shaker) は， ジ

エーカーのひとひとり|消えて行く J(going out)ーーかの女は， そう表現したーー

のをみ，ミジ ~-;JJ- ・ピリマジの将来について，思案をめぐらしたu かの女は，ぞれ

について，かの女のよき友，いま 人のシェ カー・チ チャ のγスター・アメリア・

カノレパー (SisterAmeria Calver， another Shaker teacher) と， はなしあった。

そして，一つの少年たちのための学校こそ.~:t=. ーカーの施設を有効に市j用し，シェ

ーカーのなんらかの伝統を保存するに最適であ吾との結論に到達した。 1929年，かの

女たちはへイト氏 (Mr.Haight) と会談し， 学校創立のことを'引受け呂ことを説得
アイディア

した。かれは，シスター・エンマの理念号実行するに，まさに，好適の人であった。

-ーかれは，その特性の情熱壱もって，ただちに，活動をはじめ，シェーカーに関心

をいだくひとびとのグループを結成した。

-…1929年・ 1930年の困難な不況時代に，基金がつのられた。そして， 1C棟の建物

と300エーカ←の土地が，シ手-;hーのひとびとより購入された。 1932年9月，

1シバノン・スクーノレ (theLevanon School)が開校された叫。

19) Everett Vへ{ebber，Escape to Utopia， The Commu鈍atMovement i旬 America，New York， 
1959， pp. 71-72 

20) Tke. StOYy 0/ Dal'row 5c1l001 


